


























































で0.721 (n-25), TW2法で求めた骨年齢では0.667 (n-20),自動評価法で求めた骨年齢では0.624 (n-22)
で,有意な相関が認められた｡半値幅比率との相関係数は,暦年齢で0.913 (n-25), TW2法で求めた骨年
齢では0.835 (n-20),自動評価法で求めた骨年齢では0.846 (n-22)で,有意な相関が認められた｡年齢が
低いときには最大振幅値比率および半値幅比率は大きく,年齢が高くなるに従って小さくなっていた｡
以上より,超音波透過法を用いて非侵襲的に骨成熟度を評価できることがわかった｡超音波で測定を行う際
は,トランスデューサーの位置付けや,指の角度によって測定結果が変わることがあるため,画像を確認しな
がら注意して行う必要がある｡しかしながら,測定時間が数秒間と短く, Ⅹ線撮影装置が不要で, Ⅹ線による
被曝がないという利点から,矯正歯科臨床のみならず,学校健診などのスクリーニングの場においても有用で
あることを示している.従って,本論文は歯学および歯科臨床の発展に大いに貢献する業績であり,博士(歯
学)の学位授与に値するものと判断する｡
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